
　（１）理事及び監事の選任又は解任

　２　評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事項及び召集の理由を示して、

第１１条　評議員会は、定時評議員会として毎年度６月に１回開催するほか、必要が

　　ある場合に開催する。

　

第１０条　評議員会は、次の事項について決議する。

      第３章  評議員会

（権限）

　（７）基本財産の処分

　（２）理事及び監事の報酬等の額

第１２条　評議員会は、法令の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき理事長が

　　招集する。

　　評議員会の招集を請求することができる。

　（９）その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項

　（６）残余財産の処分

(構成)

第９条　評議員会は、全ての評議員をもって構成する。

（招集）

（開催）

　（８）社会福祉充実計画の承認

　（５）定款の変更

　（３）理事及び監事並びに評議員に対する報酬等の支給の基準

　（４）計算書類（貸借対照表及び収支計算書）及び財産目録の承認

　２　評議員会に議長を置く。

　３　議長は、その都度評議員の互選によって決定する。


